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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。あ
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TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望される方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

　地区福祉委員会活動は市民のボランティア活動により成り立っています。人と人をつなぎ、
顔見知りになる場面を作り出すことによって、小さな変化に気が付くことができます。小さ
な変化の裏には深刻な問題が隠れている場合もあり、専門の相談窓口を紹介することが地区
福祉委員の大きな役割の一つです。
　この活動の財源には皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金が活用されています。身
近な地域で困った人がいるときに、そっと寄り添える地区福祉委員会活動でありたいと考え
ます。

　社会福祉協議会では市内を9地区に分け地域で福祉活動を実践しています。169名の市民を福祉推
進委員として委嘱し、109名の民生委員・児童委員とともに地区福祉委員会を構成しています。地
区福祉委員会は自治会などの地域組織と協力のうえ、『誰もが住みやすい芦屋』を作ることを目指し
ています。この特集では地区福祉委員会の日頃の活動を紹介します。

　平成29年度は、3回の「集い」と8回の「生きがいデイ」を開催しました。「集い」
に継続的にお誘いすることで出席者の小さな変化にも気づく機会となっていま
す。「生きがいデイ」は体操、手芸、カルタ会、三味線と歌おう、リース作り等、
多くの方に興味を持っていただけるメニューを用意しました。地区福祉委員会
として地域のイベント（芦屋国際ファンラン、多世代交流イベント、チャリテ
ィ餅つき、歳末警戒等）への参加は、多くの方々と顔見知りになり、委員会活
動で大切な「見守り」へとつながっています。地区内にある二つの福祉施設の「盆
踊り」への参加や、施設の利用者と家族が参加される「夏祭り」のお手伝いは
貴重な体験となっています。今後の課題は、委員の高齢化と後継者の選出の難
しさです。福祉委員会の活動を知り興味を持ってもらえるよう、子育て世代の
お母さん方との交流も大切に、活動していきたいと思います。

　宮川地区は、随分前から毎年7月下旬から8月上旬にかけて「友愛訪問」を行
っています。これは暑中お見舞いと銘打って熱中症予防を促しながら、お一人
ぐらしで集いなどに参加できない人を対象に安否確認を行っています。町によ
っては、高齢の御夫婦の方も対象になっている所もあります。心ばかりの手み
やげ品を各町それぞれがどのようにしたら喜んで頂けるかと、知恵を出し合い
透明な袋にあめ玉などを入れてリボンで結び、ペットボトルのお水と一緒に渡
します。その時にメモ書きの手紙とか熱中症予防のチラシを添えてお一人お一
人に手渡しをする事にしています。渡す時には「社会福祉の共同募金からです。」
と一言添えます。何回お尋ねしても会えない時は近所の方に様子を伺いやっと
手渡しできた人もあります。毎年訪問していると、こちらもお顔がわかります。
また次に会うとき元気にしておられると、ほっとします。待っておられる人も
いるので「友愛訪問」は継続して活動していきたいと思います。

浜風地区

浜風地区

「小さな変化に気が付く福祉活動」「小さな変化に気が付く福祉活動」

宮川地区

宮川地区

「熱中症予防も兼ねた友愛訪問」「熱中症予防も兼ねた友愛訪問」

精道地区

打出浜地区

　山手地区の各町内で活動する約40名の民生児童委員や福祉推進委員が参
加して、山手地区福祉委員会を大原集会所にて開催しています。
　定例の連絡事項や活動報告の終了後、初めての試みとして笑いを交えた
委員同志での交流会を行いました。最近、人気が再燃してきたといわれる
「落語の出前」を体験してみました。日頃から気軽に寄席などへ行く機会
の少ない方や、福祉施設、老人会、自治会、学校などのイベントの場に生
の落語で笑いを届けてくださいます。
　ともすると堅苦しくなりがちな委員会が、この日ばかりは古典落語の演
目の一つ「子ほめ」でほっこりした空間に包まれました。 ひとしきり大声
で笑った後は、グループに分かれて意見交換です。
　日頃より連携する機会の少ない委員同士が多様な情報交換をすることに
より、地域の中で福祉課題を抱える人を見逃さず、必要な支援につなげら
れるよう現実的な意見が飛び交いました。時には、「笑いを交える」とい
った自由な発想の場が様々な可能性を秘めているように感じます。

山手地区

山手地区
芦屋市

「委員同士の多様な情報交換から広がる活動」「委員同士の多様な情報交換から広がる活動」

岩園地区

地区福祉委員会の活動風景

『わがまち ならでは…』『わがまち ならでは…』

潮見地区

朝日ケ丘地区

三条地区

奥池町、奥池南町、奥山、山手町、
東芦屋町、大原町、船戸町、
松ノ内町、上宮川町、業平町

山手地区

浜風町、高浜町、
新浜町

浜風地区

打出小槌町、宮塚町、若宮町、
宮川町、浜町、西蔵町、呉川町

宮川地区
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　子どもの見守り隊として、朝のあいさつからはじまります。
　私達は、生きているビタミン剤を、子ども達からもらい、それを高齢者
の人に、少しでもお分けしたいと、心がけながら買い物に行ったり、社協
に行く途中で人に出会った時にあいさつをします。
　「風邪ひいてないですか？」「お隣の方をお見かけしないけど、お元気で
すか？」など声を掛けて、色々な情報を得て、それを元に電話をかけたり、
訪問したり、子ども（子どもの親）と高齢者とのつながりになる、イベン
ト（お花見、七夕、ハロウィン、クリスマス、おもちつき）等々を自治会
と一緒に行い、それが積み重なって一人でも孤立しないように高齢者を見
守っています。
　潮見地区では、色々な特徴があります。同じ方法では出来ません。地域
ごとにそれぞれのやり方で、日々奮闘し取り組んでいます。

　三条地区では、地域における様々な福祉活動の中より、地区福祉委員会で運
営している「生きがいデイ」についての活動を報告したいと思います。
　毎月4回の介護予防を目的とした、「さわやか体操」をはじめ、歌う会「エゴラド」
（月1回）高齢者のお茶会「ひこばえの会」（月1回）、それぞれの会へ参加され
ている皆さんは、生き生きとその時間を楽しまれています。歌う会「エゴラド」
は現在まで18年間続いています。歌う事は老化防止に役立つとのこと。参加者
の方々は、指導の先生の愉快なお話を聞き
ながら、歌うことの楽しさを満喫されてい
ます。また、「さわやか体操」においては、
講師の先生から、骨・筋肉の大切な機能に
ついて説明を受け、基本的な身体の動かし
方を中心に指導していただき、時にはゲー
ムを取り入れて、脳の活性化・筋力の増加
を目的に、楽しみながら体操されています。
　このように三条地区福祉委員会では、高
齢の方への生きがいづくりに少しでも貢献
できれば…と思い日々活動しています。

　精道地区は国道43号・芦屋川を挟む12町です。保健福祉センター 2
階で年4回カラオケ、茶屋集会所では毎週金曜日ストレッチと筋トレ体
操、竹園集会所でも月1回のカラオケを開催しています。又、昨年11月
より「高齢者施設Les・芦屋」の協力により体操を新たに始め、川西町・
津知町・平田北町の皆さんをお誘いできる良い機会となりました。
　茶屋集会所の体操は、近隣住民の参加が盛んで、月2回から毎週開催
に増えました。福祉センターのカラオケは山紫会のご協力により4年目
を迎え、毎回楽しみに遠方からの参加、男性の参加が多いのも頼もしい
限りです。竹園集会所の気軽に参加できるカラオケの参加も増えました。
健康に良い体操・カラオケを通し皆さんと一緒に過ごす時間を大切にこ
れからも活動を続けていければと思っています。

潮見地区

「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」

三条地区

「18年間続く歌う会エゴラド」「18年間続く歌う会エゴラド」「18年間続く歌う会エゴラド」

精道地区

「体操とカラオケでつながりづくり」「体操とカラオケでつながりづくり」「体操とカラオケでつながりづくり」

　打出浜地区は下町情緒が残り地縁も
見られる地域ですが、やはり高齢化が
進みその他にも多様な問題が出てきて
います。私たちは地域の見守りを通し
てひとりぼっちを防ぎ、誰かとどこか
でつながるお手伝いをしています。
　春日と打出の集会所や介護施設を利
用してのひまわりサロン（生きがいデ
イ）はつながり活動のひとつです。元
気に長生きをめざす健康体操、懐かし
いお手玉、みんなで楽しく歌う会など参加しながらの友だち
づくりや居場所づくりになればと思います。また高齢者のつ
どいは地区全体としての「ぜんざい会」や、各町で行うもの
など毎年工夫して開催しています。他にも自治会と協力して
防災や防犯の意識を高める活動なども行っています。
　これからは福祉が他人事ではなく自分の事として捉えてい
けるような活動も取り入れていけたらと考えています。

打出浜地区

「誰かとどこかでつながるお手伝い」「誰かとどこかでつながるお手伝い」

　岩園地区では、各町の情報交換や下校時のパトロール、地域の見守り
を定期的に行い、また、研修として認知症の方への対応をロールプレイ
で学んだり、里親制度の勉強や各種の施設見学などを行っています。
　高齢者の集いは、春に全町合同での「お花見会」を開いています。昨年は、
脳活性化プログラム「シナプソロジー」の体験と懐かしい歌を一緒に歌い、
楽しいひと時を過ごしていただきました。また、年1回は各町でお食事会
や茶話会を開き、町内での交流も深めています。
　生きがいデイを「ふれあいサロン」と名づけ、弦楽演奏やリズム遊び、
阿波踊り体操など、趣向を凝らした内容で皆さんに楽しんでいただいて
います。
　様々な活動を通して、地域の方々とのつながりを深め、皆が支え合え
るまちづくりに取り組んでいきたいと思っています。

岩園地区

「下校時のパトロール、地域の見守りを定期的に」「下校時のパトロール、地域の見守りを定期的に」「下校時のパトロール、地域の見守りを定期的に」

　昨年7月2日の芦屋市防災総合訓練で、要配慮者名簿登録の方々に呼びかけて、朝日
ケ丘北公園、公社朝日ケ丘住宅に集合し、車いすや簡易担架（スマートムーバーやベ
ルカ）を使い、朝日ケ丘小学校へ避難させる訓練に参加しました。当日は、日頃から
一緒に見守り活動をしている自治会、防災・防犯会と協
力して朝日ケ丘小学校の体育館で、要配慮者の方々のブ
ース作りをしました。併せてトリアージも行い、特別な
支援が必要な方々は、車いすや車を使って、福祉避難所
である「高齢者施設アラベラの家」に移動する訓練も行
いました。私たち地区福祉委員会は、日頃の活動で集め
た情報や要配慮者名簿を基に、福祉マップを作成し、皆
様の見守りや声掛けを行い、いざという時に、関係機関
に繋げられるように、意識を高め合っています。

朝日ケ丘地区

「災害時要配慮者名簿を基に防災の取り組み」「災害時要配慮者名簿を基に防災の取り組み」

茶屋之町、大桝町、公光町、川西町、
津知町、竹園町、精道町、松浜町、
浜芦屋町、平田町、伊勢町、平田北町

山芦屋町、西山町、三条町、
月若町、西芦屋町、三条南町、
前田町、清水町

三条地区

若葉町、緑町、潮見町、陽光町、
海洋町、涼風町、南浜町

潮見地区

春日町、打出町、
南宮町、大東町

打出浜地区

朝日ケ丘町、
東山町

朝日ケ丘地区

精道地区

六麓荘町、岩園町、
翠ケ丘町、親王塚町、
楠町

岩園地区
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　子どもの見守り隊として、朝のあいさつからはじまります。
　私達は、生きているビタミン剤を、子ども達からもらい、それを高齢者
の人に、少しでもお分けしたいと、心がけながら買い物に行ったり、社協
に行く途中で人に出会った時にあいさつをします。
　「風邪ひいてないですか？」「お隣の方をお見かけしないけど、お元気で
すか？」など声を掛けて、色々な情報を得て、それを元に電話をかけたり、
訪問したり、子ども（子どもの親）と高齢者とのつながりになる、イベン
ト（お花見、七夕、ハロウィン、クリスマス、おもちつき）等々を自治会
と一緒に行い、それが積み重なって一人でも孤立しないように高齢者を見
守っています。
　潮見地区では、色々な特徴があります。同じ方法では出来ません。地域
ごとにそれぞれのやり方で、日々奮闘し取り組んでいます。

　三条地区では、地域における様々な福祉活動の中より、地区福祉委員会で運
営している「生きがいデイ」についての活動を報告したいと思います。
　毎月4回の介護予防を目的とした、「さわやか体操」をはじめ、歌う会「エゴラド」
（月1回）高齢者のお茶会「ひこばえの会」（月1回）、それぞれの会へ参加され
ている皆さんは、生き生きとその時間を楽しまれています。歌う会「エゴラド」
は現在まで18年間続いています。歌う事は老化防止に役立つとのこと。参加者
の方々は、指導の先生の愉快なお話を聞き
ながら、歌うことの楽しさを満喫されてい
ます。また、「さわやか体操」においては、
講師の先生から、骨・筋肉の大切な機能に
ついて説明を受け、基本的な身体の動かし
方を中心に指導していただき、時にはゲー
ムを取り入れて、脳の活性化・筋力の増加
を目的に、楽しみながら体操されています。
　このように三条地区福祉委員会では、高
齢の方への生きがいづくりに少しでも貢献
できれば…と思い日々活動しています。

　精道地区は国道43号・芦屋川を挟む12町です。保健福祉センター 2
階で年4回カラオケ、茶屋集会所では毎週金曜日ストレッチと筋トレ体
操、竹園集会所でも月1回のカラオケを開催しています。又、昨年11月
より「高齢者施設Les・芦屋」の協力により体操を新たに始め、川西町・
津知町・平田北町の皆さんをお誘いできる良い機会となりました。
　茶屋集会所の体操は、近隣住民の参加が盛んで、月2回から毎週開催
に増えました。福祉センターのカラオケは山紫会のご協力により4年目
を迎え、毎回楽しみに遠方からの参加、男性の参加が多いのも頼もしい
限りです。竹園集会所の気軽に参加できるカラオケの参加も増えました。
健康に良い体操・カラオケを通し皆さんと一緒に過ごす時間を大切にこ
れからも活動を続けていければと思っています。

潮見地区

「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」
　子どもの見守り隊として、朝のあいさつからはじまります。

「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」「あいさつの出来る地域、孤立をなくそう…」

三条地区

「18年間続く歌う会エゴラド」「18年間続く歌う会エゴラド」

精道地区

「体操とカラオケでつながりづくり」「体操とカラオケでつながりづくり」

　打出浜地区は下町情緒が残り地縁も
見られる地域ですが、やはり高齢化が
進みその他にも多様な問題が出てきて
います。私たちは地域の見守りを通し
てひとりぼっちを防ぎ、誰かとどこか
でつながるお手伝いをしています。
　春日と打出の集会所や介護施設を利
用してのひまわりサロン（生きがいデ
イ）はつながり活動のひとつです。元
気に長生きをめざす健康体操、懐かし
いお手玉、みんなで楽しく歌う会など参加しながらの友だち
づくりや居場所づくりになればと思います。また高齢者のつ
どいは地区全体としての「ぜんざい会」や、各町で行うもの
など毎年工夫して開催しています。他にも自治会と協力して
防災や防犯の意識を高める活動なども行っています。
　これからは福祉が他人事ではなく自分の事として捉えてい
けるような活動も取り入れていけたらと考えています。

打出浜地区

「誰かとどこかでつながるお手伝い」「誰かとどこかでつながるお手伝い」「誰かとどこかでつながるお手伝い」

　岩園地区では、各町の情報交換や下校時のパトロール、地域の見守り
を定期的に行い、また、研修として認知症の方への対応をロールプレイ
で学んだり、里親制度の勉強や各種の施設見学などを行っています。
　高齢者の集いは、春に全町合同での「お花見会」を開いています。昨年は、
脳活性化プログラム「シナプソロジー」の体験と懐かしい歌を一緒に歌い、
楽しいひと時を過ごしていただきました。また、年1回は各町でお食事会
や茶話会を開き、町内での交流も深めています。
　生きがいデイを「ふれあいサロン」と名づけ、弦楽演奏やリズム遊び、
阿波踊り体操など、趣向を凝らした内容で皆さんに楽しんでいただいて
います。
　様々な活動を通して、地域の方々とのつながりを深め、皆が支え合え
るまちづくりに取り組んでいきたいと思っています。

岩園地区

「下校時のパトロール、地域の見守りを定期的に」「下校時のパトロール、地域の見守りを定期的に」

　昨年7月2日の芦屋市防災総合訓練で、要配慮者名簿登録の方々に呼びかけて、朝日
ケ丘北公園、公社朝日ケ丘住宅に集合し、車いすや簡易担架（スマートムーバーやベ
ルカ）を使い、朝日ケ丘小学校へ避難させる訓練に参加しました。当日は、日頃から
一緒に見守り活動をしている自治会、防災・防犯会と協
力して朝日ケ丘小学校の体育館で、要配慮者の方々のブ
ース作りをしました。併せてトリアージも行い、特別な
支援が必要な方々は、車いすや車を使って、福祉避難所
である「高齢者施設アラベラの家」に移動する訓練も行
いました。私たち地区福祉委員会は、日頃の活動で集め
た情報や要配慮者名簿を基に、福祉マップを作成し、皆
様の見守りや声掛けを行い、いざという時に、関係機関
に繋げられるように、意識を高め合っています。

朝日ケ丘地区

「災害時要配慮者名簿を基に防災の取り組み」「災害時要配慮者名簿を基に防災の取り組み」「災害時要配慮者名簿を基に防災の取り組み」

茶屋之町、大桝町、公光町、川西町、
津知町、竹園町、精道町、松浜町、
浜芦屋町、平田町、伊勢町、平田北町

山芦屋町、西山町、三条町、
月若町、西芦屋町、三条南町、
前田町、清水町

三条地区

若葉町、緑町、潮見町、陽光町、
海洋町、涼風町、南浜町

潮見地区

春日町、打出町、
南宮町、大東町

打出浜地区

朝日ケ丘町、
東山町

朝日ケ丘地区

精道地区

六麓荘町、岩園町、
翠ケ丘町、親王塚町、
楠町

岩園地区
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社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。あ

し
や

あ
し
や社協だより社協だより社協だより

第150号記念特集号

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

「社協だより」は『声の広報』『点字広報』も作成しています。　郵送をご希望される方は、社協（☎0797－32－7530℻0797－32－7529）へ

　地区福祉委員会活動は市民のボランティア活動により成り立っています。人と人をつなぎ、
顔見知りになる場面を作り出すことによって、小さな変化に気が付くことができます。小さ
な変化の裏には深刻な問題が隠れている場合もあり、専門の相談窓口を紹介することが地区
福祉委員の大きな役割の一つです。
　この活動の財源には皆さまからお寄せいただいた赤い羽根共同募金が活用されています。身
近な地域で困った人がいるときに、そっと寄り添える地区福祉委員会活動でありたいと考え
ます。

　社会福祉協議会では市内を9地区に分け地域で福祉活動を実践しています。169名の市民を福祉推
進委員として委嘱し、109名の民生委員・児童委員とともに地区福祉委員会を構成しています。地
区福祉委員会は自治会などの地域組織と協力のうえ、『誰もが住みやすい芦屋』を作ることを目指し
ています。この特集では地区福祉委員会の日頃の活動を紹介します。

　平成29年度は、3回の「集い」と8回の「生きがいデイ」を開催しました。「集い」
に継続的にお誘いすることで出席者の小さな変化にも気づく機会となっていま
す。「生きがいデイ」は体操、手芸、カルタ会、三味線と歌おう、リース作り等、
多くの方に興味を持っていただけるメニューを用意しました。地区福祉委員会
として地域のイベント（芦屋国際ファンラン、多世代交流イベント、チャリテ
ィ餅つき、歳末警戒等）への参加は、多くの方々と顔見知りになり、委員会活
動で大切な「見守り」へとつながっています。地区内にある二つの福祉施設の「盆
踊り」への参加や、施設の利用者と家族が参加される「夏祭り」のお手伝いは
貴重な体験となっています。今後の課題は、委員の高齢化と後継者の選出の難
しさです。福祉委員会の活動を知り興味を持ってもらえるよう、子育て世代の
お母さん方との交流も大切に、活動していきたいと思います。

　宮川地区は、随分前から毎年7月下旬から8月上旬にかけて「友愛訪問」を行
っています。これは暑中お見舞いと銘打って熱中症予防を促しながら、お一人
ぐらしで集いなどに参加できない人を対象に安否確認を行っています。町によ
っては、高齢の御夫婦の方も対象になっている所もあります。心ばかりの手み
やげ品を各町それぞれがどのようにしたら喜んで頂けるかと、知恵を出し合い
透明な袋にあめ玉などを入れてリボンで結び、ペットボトルのお水と一緒に渡
します。その時にメモ書きの手紙とか熱中症予防のチラシを添えてお一人お一
人に手渡しをする事にしています。渡す時には「社会福祉の共同募金からです。」
と一言添えます。何回お尋ねしても会えない時は近所の方に様子を伺いやっと
手渡しできた人もあります。毎年訪問していると、こちらもお顔がわかります。
また次に会うとき元気にしておられると、ほっとします。待っておられる人も
いるので「友愛訪問」は継続して活動していきたいと思います。

浜風地区

浜風地区

「小さな変化に気が付く福祉活動」「小さな変化に気が付く福祉活動」「小さな変化に気が付く福祉活動」

宮川地区

宮川地区

「熱中症予防も兼ねた友愛訪問」「熱中症予防も兼ねた友愛訪問」「熱中症予防も兼ねた友愛訪問」

精道地区

打出浜地区

　山手地区の各町内で活動する約40名の民生児童委員や福祉推進委員が参
加して、山手地区福祉委員会を大原集会所にて開催しています。
　定例の連絡事項や活動報告の終了後、初めての試みとして笑いを交えた
委員同志での交流会を行いました。最近、人気が再燃してきたといわれる
「落語の出前」を体験してみました。日頃から気軽に寄席などへ行く機会
の少ない方や、福祉施設、老人会、自治会、学校などのイベントの場に生
の落語で笑いを届けてくださいます。
　ともすると堅苦しくなりがちな委員会が、この日ばかりは古典落語の演
目の一つ「子ほめ」でほっこりした空間に包まれました。 ひとしきり大声
で笑った後は、グループに分かれて意見交換です。
　日頃より連携する機会の少ない委員同士が多様な情報交換をすることに
より、地域の中で福祉課題を抱える人を見逃さず、必要な支援につなげら
れるよう現実的な意見が飛び交いました。時には、「笑いを交える」とい
った自由な発想の場が様々な可能性を秘めているように感じます。

山手地区

山手地区
芦屋市

「委員同士の多様な情報交換から広がる活動」「委員同士の多様な情報交換から広がる活動」「委員同士の多様な情報交換から広がる活動」

岩園地区

地区福祉委員会の活動風景

『わがまち ならでは…』『わがまち ならでは…』

潮見地区

朝日ケ丘地区

三条地区

奥池町、奥池南町、奥山、山手町、
東芦屋町、大原町、船戸町、
松ノ内町、上宮川町、業平町

山手地区

浜風町、高浜町、
新浜町

浜風地区

打出小槌町、宮塚町、若宮町、
宮川町、浜町、西蔵町、呉川町

宮川地区




